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研究成果の概要（和文）：研究期間中、60名のSCD患者と72名のPD患者の歩行動画を収集した。
まず、SCD患者の歩行動画を利用して、医師の計測したSARAスコアを教師データとし、歩行動画からSARAの予測
を深層学習モデルに行わせた。モデルは歩行動画からSARAスコアを平均平方二乗誤差 2.7, 決定係数 0.71の精
度で予測することが可能であった。また、同じく歩行動画からSCDとPDの鑑別を行うモデルも収集した動画から
作成した。leave-one-out cross validationにてモデルの性能を評価したところ、モデルは正診率87%、ROC-AUC
 0.88の精度で両者の鑑別が可能であった。

研究成果の概要（英文）：During the study period, gait videos of 60 SCD patients and 72 PD patients 
were collected.
First, using the gait videos of SCD patients, we had a deep learning model predict SARA from the 
gait videos using the SARA score measured by the physician as the supervised data. The model was 
able to predict SARA score from the gait videos with an accuracy of 2.7 mean squared error and 0.71 
coefficient of determination. The performance of the model was evaluated by leave-one-out cross 
validation, and the model was able to distinguish between SCD and PD with an accuracy of 87% and 
ROC-AUC of 0.88.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、深層学習モデルが歩行動画からSCDの重症度の評価やSCDとPD患者の歩行の区別が一定の精度で
可能であることを示した。歩行動画の撮影は患者に侵襲を与えることなく簡便に行うことができる点から、歩行
動画に深層学習モデルを適用して重症度評価や疾患鑑別を行うことは簡便なスクリーニング手法として有用であ
ることが示され、社会実装目指す意義にある手法であることを示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
神経疾患は診断や治療効果の判定のため、神経診察と神経学的所見の評価が不可欠であるが、神
経診察は専門的な研修に基づく技能と長期間の臨床経験を必要とし、神経領域を専門外とする
医師にとっては実施困難である。パーキンソン病（PD）と脊髄小脳変性症（SCD）は共に代表
的な神経疾患であり、患者数は社会の高齢化のため増加の一途である。しかし、脳神経内科専門
医の不足から専門医へのアクセスが困難な患者の診断や治療の遅れが生じており、医師の経験・
技能によらない客観的な神経所見評価方法の確立が重要な課題である。近年、深層学習などの機
械学習手法が医療データの解析に応用され、診断補助ツールとして利用されているが、神経所見
評価への応用を試みた事例は少なく、実臨床での活用には至っていない。機械学習モデルを神経
所見評価に利用することで、客観的な神経所見評価の補助となることが期待される。 
 
２．研究の目的 
本研究では、代表的神経変性疾患の一つである SCD に対して機械学習モデルを用いて疾患重症
度の予測、および PD との鑑別が可能か検証する。申請者は先行研究で PD 患者を対象に、患者
の歩行動画から、その重症度の指標であるUPDRS 点数を予測する機械学習モデルを作成した。
患者の動画及び機械学習を用いて神経疾患の重症度を予測する研究はほとんどなされていない。
本研究は先行研究をさらに発展させ、代表的神経疾患である SCD に適用しその重症度を予測が
可能か検証する。本研究を通して、機械学習モデルが脊髄小脳変性症の重症度予測が可能である
ことが確認できれば、客観的な重症度評価方法として実臨床への応用が考えられる。さらに、先
行研究で収集した PD 患者の動画も利用し、歩行から PD と SCD の区別が可能か検証も行う。 
 
３．研究の方法 
SCD 患者の重症度指標の測定と歩行動画の撮影を行い、機械学習モデルに学習させるデータの取
集を行う。医師の計測した重症度指標を教師データとし、機械学習モデルが歩行動画をもとに重
症度指標の予測が可能となるか検証する。また、PD および SCD の歩行の差異を機械学習モデル
に学習させ、動画から両疾患の鑑別が可能か検証を行う。 
 
４．研究成果 
研究期間中、60 名の SCD 患者と 72 名の PD 患者の歩行動画を収集することができた。 
まず、SCＤ患者の歩行動画を利用して、医師の計測した SARA スコアを教師データとし、歩行動
画から SARA の予測を深層学習モデルに行わせた。本研究は比較的患者数が少ないため leave-
one-out cross validation にてモデルの性能を評価した。モデルは歩行動画から SARA スコアを
平均平方二乗誤差 2.7, 決定係数 0.71 の精度で予測することが可能であった（図 1）。 

 
図 1. 各患者の SARA の医師の計測とモデルの予測値の散布図 
 
また、同じく歩行動画から SCD と PD の鑑別を行うモデルも収集した動画から作成した。leave-
one-out cross validation にてモデルの性能を評価したところ、モデルは正診率 87%、ROC-AUC 
0.88 の精度で両者の鑑別が可能であった（図 2, 図 3）。 

 



図 2. 深層学習モデルの SCD と PD の鑑別における混同行列 

 
図 3. 深層学習モデルの SCD と PD の鑑別における ROC 曲線 
 
本研究成果は、日本小脳学会 第 14 回学術大会・総会にて発表をおこなった。また、本研究成
果は国際学術誌に英文論文として投稿中である。 
 
上記研究成果に加えてさらに、本研究助成を受けて購入した機械学習用 PC を活用し、AI を利用
して歩行動画を用いたパーキンソン病患者の重症度の評価、てんかん患者のビデオモニタリン
グ中の発作検出、患者音声データから神経疾患の鑑別などに関する研究を行い、それぞれ英文論
文として発表した。 
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